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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 （ ａ ） エ チ レ ン と 酢 酸 と 酸 素 含 有 ガ ス と を 反 応 器 中 へ 導 入 し ；
（ ｂ ） 前 記 エ チ レ ン と 酢 酸 と 酸 素 含 有 ガ ス と を 、 大 気 圧 以 上 に て 前 記 反 応 器 内 で 触 媒 物 質
の 存 在 下 に 反 応 さ せ て 酢 酸 ビ ニ ル を 生 成 さ せ ；
（ ｃ ） 前 記 反 応 器 か ら 未 反 応 エ チ レ ン と 酢 酸 ビ ニ ル と 二 酸 化 炭 素 副 生 物 と た と え ば 窒 素 お
よ び ／ ま た は ア ル ゴ ン の よ う な 不 活 性 ガ ス と か ら な る ガ ス を 抜 き 取 り ；
（ ｄ ） 前 記 反 応 器 か ら 抜 き 取 ら れ た ガ ス よ り 未 反 応 エ チ レ ン を 必 要 に 応 じ 少 量 の 二 酸 化 炭
素 お よ び 不 活 性 ガ ス と 一 緒 に 回 収 し ；
（ ｅ ） 工 程 （ ｄ ） か ら の 回 収 エ チ レ ン お よ び 追 加 エ チ レ ン を 工 程 （ ａ ） に お け る 前 記 反 応
器 に 導 入 し 、 こ こ で 反 応 器 へ の 組 合 せ 供 給 物 に お け る エ チ レ ン の 量 を

と す る 工 程 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 酢 酸 ビ ニ ル の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 エ チ レ ン を 前 記 反 応 器 か ら 抜 き 取 ら れ た 前 記 ガ ス よ り 、 （ ｉ ） ガ ス か
ら 凝 縮 性 生 成 物 を 分 離 す る と 共 に （ ｉ ｉ ） 工 程 （ ｉ ） か ら の ガ ス を エ チ レ ン を 膜 分 離 も し
く は 化 学 処 理 に よ り 回 収 す べ く 処 理 す る 工 程 に よ り 回 収 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 凝 縮 性 生 成 物 を 、 熱 交 換 器 の 使 用 ま た は 酢 酸 ビ ニ ル 生 成 物 を 吸 収 す る
液 体 酢 酸 お よ び ／ ま た は 凝 縮 性 生 成 物 の 流 れ に 対 向 し て 流 動 す る ガ ス の 冷 却 に よ り 分 離 す
る 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 化 学 処 理 が 、 （ ａ ′ ） 工 程 （ ｉ ） か ら の ガ ス を ス ク ラ バ ー に て 酢 酸 と
接 触 さ せ る こ と に よ り 残 留 酢 酸 ビ ニ ル 生 成 物 を 除 去 し ； （ ｂ ′ ） 工 程 （ ａ ′ ） の 生 成 物 を
ス ク ラ バ ー 内 で 水 に よ り 処 理 し て 酢 酸 を 除 去 し ； （ ｃ ′ ） 工 程 （ ｂ ′ ） か ら の 生 成 物 に お
け る エ チ レ ン か ら 二 酸 化 炭 素 を 炭 酸 カ リ ウ ム と の 接 触 に よ り 除 去 す る 工 程 か ら な る 請 求 項
２ ま た は ３ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 反 応 器 へ の 組 合 せ 供 給 物 に お け る エ チ レ ン の 量 が

の 範 囲 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方
法 。

６ ０ モ ル ％ 以 上 及 び
８ ５ モ ル ％ 以 下

７ ２ ～ ８ ５ モ ル ％ の
範 囲 、 好 ま し く は ７ ２ ～ ８ ０ モ ル ％



　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 反 応 器 へ の 組 合 せ 供 給 物 に お け る 酸 素 の 量 が ４ ～ １ ５ モ ル ％ の 範 囲 で
あ る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 反 応 器 へ の 組 合 せ 供 給 物 に お け る 酢 酸 の 量 が １ ０ ～ ２ ０ モ ル ％ の 範 囲
で あ る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 エ チ レ ン と 酢 酸 と 酸 素 含 有 ガ ス と を 前 記 反 応 器 内 で ５ ｘ １ ０ ４ Ｐ ａ ゲ
ー ジ （ ０ ． ５ ｂ ａ ｒ ｇ ） ～ ２ ｘ １ ０ ６ Ｐ ａ ゲ ー ジ （ ２ ０ ｂ ａ ｒ ｇ ） 、 好 ま し く は ６ ｘ １ ０
５ Ｐ ａ ゲ ー ジ （ ６ ｂ ａ ｒ ｇ ） ～ １ ． ４ ｘ １ ０ ６ Ｐ ａ ゲ ー ジ （ １ ４ ｂ ａ ｒ ｇ ） 、 特 に 好 ま し
く は ７ ｘ １ ０ ５ Ｐ ａ ゲ ー ジ （ ７ ｂ ａ ｒ ｇ ） ～ １ ． ２ ｘ １ ０ ６ Ｐ ａ ゲ ー ジ （ １ ２ ｂ ａ ｒ ｇ ）
の 圧 力 に て 反 応 さ せ る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 触 媒 物 質 が 第 Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ 族 金 属 （ 好 ま し く は パ ラ ジ ウ ム ） と 、 金 、
銅 、 ニ ッ ケ ル お よ び そ の 混 合 物 よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る 促 進 剤 と 、 必 要 に 応 じ 第 Ｉ 族 、
第 Ｉ Ｉ 族 、 ラ ン タ ニ ド 族 お よ び 遷 移 金 属 よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る 補 助 促 進 剤 と か ら な る
請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 反 応 器 が 流 動 床 反 応 器 か ら な り 、 触 媒 が 流 動 床 触 媒 か ら な る 請 求 項
１ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
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